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京都大学大学院教育学研究科 教育実践コラボレーション・センター、京大オリジナル株式会社共 催

8月20日（火）

2024年6月3日（月）～7月25日（木）※定員に達し次第、受付終了申込受付

京大オリジナルのウェブページより
https://www.kyodai-original.co.jp/open-academy/program/?no=100

申込方法

学校・教育委員会の関係者、教員志望の学生に限ります。対 象 各日100名程度定 員

京大オリジナル株式会社 プロジェクトマネジメント部問合せ先

2日間：15,000円(税込) ➡ 1日目のみ：11,000円(税込)、2日目のみ：4,000円(税込) / 懇親会費：5,000円(税込)
受 講 料 ※クレジットカード、銀行振込からご選択。当日の現金でのお支払いは受け付けておりません。　※ご希望の方は各日お弁当(１個1,100円)の申込が可能です。

※本学都合以外での入金後の返金は一切できません。何卒ご了承くださいませ。　※京都市に台風が直撃するなど、やむを得ない状況においては、オンラインに
よる開催に切り替える場合があります。

075-753-7778 kensyu@kyodai-original.co.jp

● 阪急河原町駅より
バス
市バス：「百万遍」下車（約20分）
  市バス201系統「祇園百万遍」ゆき、市バス31系統「東山通高野・岩倉」ゆき
  市バス17系統「河原町通錦林車庫」ゆき、市バス3系統「百万遍北白川仕伏町」ゆき

タクシー
約15分、金額は1,200～1,500円程度

● 京阪出町柳駅より
徒歩
約10分

バス
市バス17系統：「河原町通錦林車庫」ゆき
「百万遍」下車（約5分）

● JR・近鉄京都駅より
バス
hoopバス：「京大前」下車（約26分）
市バス17系統：「河原町通錦林車庫」ゆき「百万遍」下車
（約30分）
市バス206系統：「北大路バスターミナル」ゆき「京大正
門前」下車（約40分）

地下鉄・市バス（乗り継ぎ）
地下鉄烏丸線：「京都」→「烏丸今出川」下車（約10分）、
その後市バスに乗り換え
市バス：「烏丸今出川」→「百万遍」下車（約10分）
　市バス203系統「今出川通銀閣寺道・錦林車庫」ゆき
　市バス201系統「百万遍・祇園」ゆき

タクシー
約20分、金額は2,000円前後

受付
オープニング
　　　　 「資質・能力」を育成するパフォーマンス評価―教科教育を中心に  西岡 加名恵 教授
　　　　 授業づくりの深め方  石井 英真 准教授
昼休み
　　　　 今後の「教育の情報化」のあり方を考える  開沼 太郎 准教授
　　　　 大人のためのメンタルヘルス  野口 寿一 准教授
研究科長挨拶
　　　　 教育現場でのこころの支援を巡る多職種連携  髙橋 靖恵 教授
　　　　 （軽食・ドリンク付き）

9:00～9:30
9:30～9:45
10:00～12:30

12:30～14:00
14:00～15:30

15:45～15:50
15:50～17:30
18:00～20:00

分科会A

分科会B

分科会C

分科会D

講演会

懇親会

8月21日（水）

※午後にはSIP関連ワークショップが開催されます。 別イベントですので、別途お申込みください。

受付
オープニング
　　　　 「個に応じた指導」の考え方―オランダのダルトンプラン教育を手がかりに  奥村 好美 准教授
　　　　 世界市民の形成を考える  広瀬 悠三 准教授

9:00～9:30
9:30～9:45
10:00～11:30 分科会E

分科会F

京都大学大学院教育学研究科
教育実践コラボレーション・センター

E.FORUMでは、学校や地域の教育改革を推進するスクールリーダーの育成を目指し、
毎年、「全国スクールリーダー育成研修」を提供しています。

2024年度も、最新の研究成果や政策動向を踏まえた多彩なプログラムを用意しました。
皆さまのご参加をお待ちしています！

分科会
６つの分科会において、パフォーマンス評価、授業づくり、
教育の情報化、メンタルヘルス、個に応じた指導、

世界市民の形成について検討します。

講 演会
本講演会では、心理臨床実践から学んだこと、

考えたことをお話しして、
先生方と議論できる場になればと考えています。

「真正で探究的な学びを実現するパフォーマンス課題とは」を開催いたします。
詳細は別途チラシをご覧ください。

全国
スクールリーダー育成研修
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2024年
8月20日（火）・
21日（水）

スケジュール

会場案内

お申込みについて

SIP関連ワークショップ
8月21日午後に



メッセージ
学校で育成すべき資質・能力の中身をモデル化するとともに、それに基づくカリ
キュラム、授業、評価のあり方について理論的・実践的に研究しています。本研修
が、それぞれの学校の授業改善を支え励ますものになることを願っています。

主な著書

『再増補版・現代アメリカにおける学力形成論の展開―スタンダードに基づくカリ
キュラムの設計』（単著、東信堂、2020年）、『授業づくりの深め方』（単著、ミネルヴァ
書房、2020年）、『中学校・高等学校  授業が変わる学習評価深化論』（単著、図書文
化、2022年）、『教育「変革」の時代の羅針盤』（単著、教育出版、2024年）など

繰り返される改革の中で授業づくりの軸がぶれたり、若手教師への授業づくりの基本的な技や考え方の伝承
に困難を感じたりしてはいないでしょうか。本セッションでは、授業づくりの不易を確認し、授業デザインの
「５つのツボ」を紹介するとともに、教材研究をどう進めるか、学習者のつまずきをどう読み解くかといった、
授業づくりにおける基本的な考え方について、ワークショップ的な演習を通して学びます。また、「教科する
（do a subject）」授業をキーワードに、授業づくりの今後の方向性についても説明します。

石井 英真

メッセージ
専門は教育方法学（カリキュラム論・教育評価論）です。各学校において、どのよう
にカリキュラム改善を進めることができるのかに関心を持っています。本研修が、
全国の先生方の有意義な交流の場ともなることを願っています。

主な著書
『教科と総合学習のカリキュラム設計』（単著、図書文化、2016年）、『教科の「深い
学び」を実現するパフォーマンス評価』（共編著、日本標準、2019年）、『高等学校 
教科と探究の新しい学習評価』（編著、学事出版、2020年）

分科会A 「資質・能力」を育成するパフォーマンス評価―教科教育を中心に

分科会B 授業づくりの深め方

分科会C 今後の「教育の情報化」のあり方を考える

分科会D 大人のためのメンタルヘルス

学習指導要領の2017・2018 年改訂においては、「資質・能力のバランスのとれた学習評価」を行っていくため
に、パフォーマンス評価を取り入れることが推奨されました。本分科会では、教科や総合学習（総合探究）に
おけるパフォーマンス評価の活用方法について概観します。また、教科におけるパフォーマンス課題の作り方
を体験的に学んでいただくとともに、観点別評価の進め方についてご提案します。

西岡 加名恵

メッセージ 専門は教育行政（政策）学、教育工学です。教育におけるICT活用の方策とともに、教員の力量向上のための養
成・採用・研修のあり方についても関心を持っています。皆様方と意見交流ができることを楽しみにしています。

主な著書
『「教育の情報化」政策－ICT教育の整備・普及・活用』（単著、昭和堂、2024年）、『教育法規スタートアップ・
ネクスト ver.2.0　Crossmedia Edition』（共編著、昭和堂、2023年）、『世界と日本の事例で考える学校
教育×ＩＣＴ』（共著、明治図書、2023年）

Society5.0の到来に伴って社会に求められる人材像の転換が迫られ、ICT 教育にまつわる政策は新たな展
開を迎えつつあります。その中核として推進された「GIGA スクール」構想は、コロナ禍の影響によるオンライ
ン教育の需要拡大を受けて1人1台端末環境の推進が図られ、新学習指導要領の施行もあいまって評価や分
析が不十分な課題が山積しています。本分科会では、「教育の情報化」政策の特徴や課題について、過去・現
在・未来の視点からアプローチをはかり、「オンライン授業」や「STEAM 教育」といったICT 教育政策におけ
る課題について検討し、今後の「教育の情報化」のあり方を展望したいと思います。

開沼 太郎

メッセージ

専門は臨床心理学です。「この技法を使えば、この問題が解決する」といったアプロー
チよりも、日々の生活を送るうえでの態度を振り返って、こころを調整していくというア
プローチで、カウンセリングや研究を行っています。児童期・思春期・青年期の心理的
問題や、労働者のメンタルヘルスについて時代や文化の観点から探求しています。

主な著書 『心理療法における葛藤と現代の意識』（単著、創元社、2015年）、『心理臨床にお
ける個と集団』（共著、創元社、2007年）

教職につき子どもに関わっている方々を念頭に置きつつ、大人のメンタルヘルスについてお話します。メンタル
ヘルスの向上には、自分自身を見つめることが不可欠ですが、そうは言ってもなかなか難しいもので、あれこれ
と考えているつもりで、同じ思考をぐるぐる回ってしまうこともあります。本分科会では、ストレスやメンタルヘル
スに関する知見を紹介しながら、ワークを通して自分を見つめる視点を提示します。キーワードは、ストレスの光
と影、昨今のメンタル不調の傾向、問題行動＝対処、日本的な協調と主体性、大人のつまづきも人生の発達、と
いったところです。

野口 寿一

メッセージ
専門は教育方法学です。日本・オランダをフィールドに、教育評価や授業・カリキュラムのあり方について研
究してきました。 本研修が、先生方が教育のあり方を見つめ直し、編み直していく一助となりますことを願っ
ております。

主な著書 『＜教育の自由＞と学校評価 』 （単著、京都大学学術出版会、2016年）、『「逆向き設計」実践ガイドブック』
（共編著、日本標準、2020年）、『 変動する総合・探究学習 』（共著、大修館書店、2023年）

中央教育審議会答申「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して」などをきっかけに、「個別最適化」「個別
最適な学び」への関心が高まっています。この文脈で、オランダのイエナプラン教育に注目が集まっています。
しかしながら、むしろオランダで実施されているオルタナティブ教育において、特に「個に応じた指導」に重点
を置く教育としてはダルトンプラン教育があげられます。本セッションでは、オランダのダルトンプラン教育を
手がかりに、「個に応じた指導」のあり方やそこでの教師の指導性を考えてみたいと思います。

奥村 好美

メッセージ

専門は、臨床心理学で、中でも心理臨床実践におけるスーパーヴィジョン、心理アセスメントや心理療法の
指導者養成に関心を持ち、実践してきています。臨床心理士、公認心理師に加えて、家族心理士としての活
動も行っており、家族の支援も常に視野において実践しております。本研修が、先生方の日常の活動にお役
立ていただけるように祈念しつつ、私自身も学ばせていただきます。

主な著書
『心理臨床実践において「伝える」こと』（単著、福村出版、2024年）、『心理臨床に生きるスーパーヴィジョン
－その発展と実践－』（編著、日本評論社、2024年）、『ライフステージを臨床的に理解する心理アセスメン
ト』（編著、金子書房、2021年）

講演会

懇親会

教育現場でのこころの支援を巡る多職種連携

分科会E 「個に応じた指導」の考え方ーオランダのダルトンプラン教育を手がかりに

分科会F 世界市民の形成を考える

学校や家庭といった、こどもをめぐる環境も含めて、長期的にこころの支援を考えていくべき時代になってきて
います。しかしながら、日本の行政においては、いわゆる縦割り型の実践が多く、他領域とのコラボレーション
については、なかなか柔軟にいかない現状があります。私自身の長年の心理臨床実践活動において、医療機
関、教育機関でのそれらの実践においては、多職種連携にも注力してきていました。本研修会では、そうした
体験から学んできたことをお伝えして、先生方と議論できる場になればと考えています。

参加者同士の交流を深めるため懇親会を開催します。お気軽にご参加ください。（※定員あり 実費負担）

髙橋 靖恵

メッセージ
教育を考え実践するとき、世界など、あまりに包括的かつ抽象的で、意識して考えることは少ないと思いま
す。ですがそれゆえに、本分科会では、世界市民の形成という理念的・実践的なことを、地に足をつけなが
ら、先生方と議論できれば嬉しく思います。

主な著書
『カントの世界市民的地理教育―人間形成論的意義の解明』（単著、ミネルヴァ書房、2017年）、『シュタイ
ナー教育100年―80カ国の人々を魅了する教育の宝庫』（共著、昭和堂、2020年）、『教育の世界が開かれる
とき―何が教育学的思考を発動させるのか』（共著、世織書房、2022年）

教育がなされる枠組みの単位は、地域や国家が主ですが、現在、私たち人類が直面している大きな課題は、地
球環境問題や戦争など、地域や国家の枠を超えた問題です。このような世界的な課題に対処するには、教育を
単に地域や国家の枠だけでなく、「世界」という視座から考える必要が出てきているのではないでしょうか。本
分科会では、このような観点から、世界市民の形成とはどのようなものであり、そのような世界市民の形成を特
定の場所で行うことはどのようなことか、またどのような実践を構想できるかを考えたいと思います。その際、単
にグローバルに活躍する人材の育成ではなく、多層的な世界に生きる人間の形成を考察したいと思っています。

広瀬 悠三

本ワークショップでは、最初に全体会でパフォーマンス課題の考え方を確認した上で、各分
科会（国語、理科、社会）に分かれて真正で探究的な学びを実現するパフォーマンス課題の
実践の進め方について、小学校の事例をもとにワークショップ形式で探りま
す。また、現在、E.FORUMがTOPPAN株式会社と共同で開発しているデジ
タル・コンテンツについてもご紹介します（※）。詳細は右記のQRコードより
ご覧ください。

※デジタル・コンテンツ開発、並びに本研修会
は、内閣府によるSIP（戦略的イノベーション創造
プログラム）の課題「ポストコロナ時代の学び方・
働き方を実現するプラットフォームの構築」にお
ける研究開発「真正で探究的な学びを実現する
教育コンテンツと評価手法の開発」（研究開発責
任者：松下佳代）の一環として行っています。

8月20日(火)　

8月21日(水)

ご関心のある教
科・学年の教科
書、学習指導要領
など、単元指導案
づくりに役立ちそ
うな資料をご持
参ください。

実践のリフレク
ションのために、
可能な場合は学
習指導案等の実
践資料をご持参
ください。

自分のストレス
の対処や価値観
などを振り返る
ようなワークを
用意しています。

京都大学大学院
教育学研究科 教授

京都大学大学院
教育学研究科 教授

京都大学大学院
教育学研究科 准教授

京都大学大学院
教育学研究科 准教授

京都大学大学院
教育学研究科 准教授

京都大学大学院
教育学研究科 准教授

京都大学大学院
教育学研究科 准教授

真正で探究的な学びを実現するパフォーマンス課題とは

会場軽食・ドリンク付き 京大時計台前カフェレストラン「カンフォーラ」

ＳＩＰ関連ワークショップ

https://e-forum.educ.kyoto-u.ac.jp/news/jimukyoku/workshop20240821/
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